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1月 度理事会の概要

情  報

◎ 官報 (号外第284号)平成 25年 12月 27日
政令第 368号 消防法施行令の一部を改正する政令 000 5～ 6

◎ 消防庁調査「診療所のスプリンクラー、入院施設 94%な く」
日本経済新聞 平成 26年 1月 16日  ・・・  7

◎ 「消防署への火災自動通報装置、小規模医院も設置義務」
朝日新聞 平成 26年 1月 16日  ・・ 0  8

事務局だより

・組合員情報

・共済制度について

・注文は今後もFAXで
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|‐鶴纏ヽ二II■ま,1準11111^111“■:毒品
甲伴場:所 | ホ ガ‐デンパィス 3階会議室 (桂 )
| ‐■ |  1  文京区湯島1,7■ 5‐ |

理 事 総 数 :  10人
・
出席瑾:事数・1 1‐ ず

中
夕人
‐~         ・ ~ ‐|    |

出席役員の氏名 :

理事 永井龍馬、藤岡久、広江隆一、大塚浩二、
荻英夫、磯部了■、永見壽敏、松原宗一、
岡野和郎、

監事 中山悦義  相談役 千葉平八

(1)理 事長挨拶
皆様、あけましておめで とうございます。

. それでは只今から、 1月 度理事会兼役員会
'と
いう.こ とで始めさ

せて頂きます。この後新年賀詞交歓会が予定されていますので、
効率的に審議を進めたいと思います。
ご協力を宜しくお願い|し ます。1

(2)業務報告       |  ■
´ ~ ‐

① 事務局運営
・
:渉外                 ‐ ｀

・11月 6日 (月 )東京消防出初式     |
・ 1月 6日 (月 ).(二社)全国消防機器協会・新年名刺交換会

01月 10日 (金)三役による関連団体への新年挨拶まわり。
・ 1月 17日 (金)神奈川県防災消防協同組合新年賀詞交歓会

永井理事長出席予定。
01月 22日 (水 )国土交通省新年のご挨拶に伺 う6

・ 00藤 岡副理事長・広江副理事長 0岡 野事務局長
・組合退会 (12月 末日)株 式会社プロテタ ト



② 広報
0防災組合ニュース 1月 10日 号 発行。

③ 教育
01月 21日 (火 )予定の防排煙設備実務講習会は参カロ申込者数
が少なかった (6名 )た め、延期とする。

④ 福利厚生 `企画
・ 12月 19日 (木 )ボ ウリング大会 (高 田馬場 BIGBOX、 25名
参加)及び忘年会 (ゆず小町、 31名 参加)の収支報告。

⑤ 財務

売上・粗利益は昨年に比べ下がつてお り、このまま推移すると、

今年度の決算は厳 しい状況にな りそうである。

③ 共同購買

2月・3月 の年度末の売上増を期待しているが予断は許 されない。

引き続き、共同購買事業への各位のご理解 。ご協力を引き続きお

願いする。

⑦ 開発

特になし。

③ 研究部会

組合扱い商品候補について、次月理事会までに委員会で検討 し

検討結果を報告する。

⑨ 防排煙設備検討委員会
02月 6日 (木 )検討委員会を開催する予定。

⑩ 青年部会

・ 1月 24日 (金 )、 青年部新年会を行 う。

① 支部運営促進

特になし。



⑫ その他の事業

・損害賠償団体保険の更新手続き中です。

(3)議案の審議

第 1号議案 新年賀詞交歓会の役割分担について
平成 26年 1月 16日 (木 )午後 3時 00分～5時 00分
役割分担の確認を行つた。

(4)そ の他
・ 次回理事会 平成 26年 2月 20日 (木 )



平成 26年 1月 度業務報告
・月 日 (曜)    ・内 容 等 。来局理事等

12月 19日 (木) 12月 度理事会 (文京区民センター 2階 B会議室)
忘年ボウリング大会 (高田馬場 BIG BOX・ ゆずの小町)

12月 26日 (木)業 務決裁     ・ 。・  藤岡副理事長 (会社にて)

12月 27日 (金)組 合事務所仕事納め

1月  6日 (月 ) 組合事務所仕事始め
東京消防庁出初式 (東京ビックサイト)

・ 00松 原理事
(一社)全国消防機器協会 新年名刺交換会 (明治記念館)

000永 井理事長、岡野事務局長

1月  8日 (水) 東京都中小企業団体中央会新年賀詞交歓会 (目 黒 雅叙園)
・・・ 岡野事務局長

1月 10日 (金) 三役関連団体新年挨拶回り
東京消防庁予防部、 (一財)日本消防設備安全センター

(一社)全国消防機器協会、東京都中小企業団体中央会
(一財)東京防災救急協会、(一社)日本火災報知機工業会
東京消防庁本郷消防署

永井理事長、藤岡副理事長、広江副理事長、大塚専務理事、

岡野事務局長

業務決裁      ・・・ 藤岡副理事長 (組合事務所)

防災組合ニュース発行

1月 16日 (木) 1月 度理事会兼役員会
平成 26年新年賀詞交歓会 (東京ガーデンパレス)

1月 17日 (金)神 奈川県防災消防協同組合 賀詞交歓会 (ワークピア横浜)
0,・  永井理事長



(号外第 284号 )
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土
平
ｒ平成 25年 12月 27日  金曜日 官

腱
枷

編
鍮
鰈

◇
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第
二

六
八
号
Ｘ
総
務
省
）

１
　
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
の
基
準

の
見
直
し

対
象
火
気
器
具
等
を
、
祭
礼
、
縁
日
、
展
示
会
そ
の

他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
際
し
て
使
用
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
消
火
器
の
準
備
を
し
た
上
で
使
用

す
る
こ
と
と
し
た
。
（第
五
条
の
二
第

一
項
関
係
）

２
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
見

直
し
日
　
避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
又
は
障
害
者
等
を
主
と

し
て
入
所
さ
せ
る
社
会
福
祉
施
設
等

（別
表
第

一
因

項
口
に
掲
げ
る
施
設
）
の
う
ち
、
火
災
発
生
時
の
延

焼
を
抑
制
す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
、
国
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
延
べ
面
積
に
関

わ
ら
ず
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
た
。
（第

一
二
条
第

一
項
関
係
）

口
　
別
表
第

一
因
項
口
②
、
０
及
び
国
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
の
う
ち
、
介
助
が
な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い

者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
者
を
主
と
し
て
入
所

さ
せ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
延
べ
面
積

が
二
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
二
条

第

一
項
関
係
）

３
　
自
動
火
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
一準
の
見
直

し

別
表
第

一
θ
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
、
同
因

項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（利
用
者
を
入

居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
同

″
林
い
に
預
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（第
二
号
及
び
前

二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、
同
国
項
イ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
【
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物

（利
用
者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ

せ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
に
対
し

て
、
延
べ
面
積
に
関
わ
ら
ず
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第
二
一
条
第

一
項
関
係
）

４
　
そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

５
　
施
行
期
日
等

日
　
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
（附
則

第
二
条
及
び
第
二
条
関
係
）

日
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
二
第

一
項

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

――――――‐
―――――――

　
政
　
　
　
　
　
　
　
〈「
　
‐‐‐‐‐‐‐―‐‐―――‐
―――――‐‐

消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

御
　
Ｅ
一

平
成

二
十
五
年
十

二
月
二
十
七
日

内
閣
給
理
大
臣
　
ルズ
倍
　
ユ暑

一

政
令
第
二
百
六
十
八
号

消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法

（昭
和
ニ
ト
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
、
第
十
七
条
第

一
項
及
び
第
十
七
条
の
三
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第

一
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一ハ
　
対
象
火
気
器
具
等
を
、
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
に
際
し
て

使
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
消
火
器
の
準
備
を
し
た
上
で
使
用
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
中

「別
表
第

一
【
項
口
に
」
を

「次
に
」
に
改
め
、
延
べ
面
積
が
二
百
七
十
五
平
万
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
の
う
ち
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ
　
別
表
第

一
因
項
目
ｍ
及
び
０
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

口
　
別
表
第

一
因
項
口
②
、
い
及
び
固
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（介
助
が
な
け
れ
ば
達
難
で
き
な
い
者
と
し
て
絶

務
省
令
で
定
め
る
者
を
主
と
し
て
入
所
さ
せ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
延
べ
面
積
が
二
百
七
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

第
二
十

一
条
第

一
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ
　
別
表
第

一
い
項
二
、　
‐ゴェ‐
項
イ
い
因
項
口
、
□
項
目
及
び
む
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

口
　
別
表
第

一
困
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（利
用
者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
じ

第
二
十

一
条
第

一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〓
一　
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

イ
　
別
表
第

一
［
項
、
日
項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
日
項
、　
ｍ
ｉ
（、
い
項
二
、
山
項
イ
及
び
汁
豚
ｂ
ヽ二
項
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物

口
　
別
表
第

一
‐ン、‐
項
ィ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（利
用
者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
十

一
条
第

一
項
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
　
別
表
第

一
十
六
の
二
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（第
二
号
及
び
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の

イ
　
別
表
第

一
日
項
二
、
い
項
イ
及
び
閑
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

5
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口
　
別
表
第

一
因
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（利
用
者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

第
二
十
五
条
第

一
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ
　
別
表
第

一
日
項
二
、
国
項
イ
及
び
内
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

口
　
別
俵
第
一
閑
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（利
用
者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）

ハ
　
別
表
第

一
脚
項
イ
、
汁
林
い
に
項
及
び
汁
伝
Ю
ヒ
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（イ
又
は
口
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。）

第
三
十
五
条
第

一
項
第
二
号
中

「別
表
第

一
日
項
か
ら
四
項
ま
で
、
国
項
イ
」
を

「別
表
第

一
日
項
、
日
項
イ
か
ら

ハ
ま
で
、
国
■
、
回
項
」
に
、
「同
表
関
項
イ
、
ハ
利
剣
二／
項
及
び
ハ
因
回
〕
項
し
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、

／

／

‐

ヽ

ヽ

同
表
内
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
」
を

「前
号
口
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
」

に
改
め
る
。
附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
丹

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
二
第

一
項
の
改
正
規
定
並

び
ｔ
次
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
消
防
法
第
九
条
の
市
町
村
条
例
が

前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
第
五
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
条
例
制

定
基
準

（以
下

「新
基
準
」
と
い
う
。
）
に
道
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
九
条
の
市
町
村
条
例
に

係
る
基
準
ｔ
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
以
前
に
お
い
て
新
基
準
に
従
い
当
該
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令

（以
下

「新
令
」
と
い

う
。
）
別
表
第

一
閑
項
口
及
び
ω
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、

同
表
因
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
因
項
口
及
び
関
項
イ
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
二
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
国
項
イ
、
因
項
イ
及
び
ハ
、
ω
項
イ
並
び
に
「
川
叫
二／
項

／

ノ

‐

ヽ

ヽ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
田
項
イ
及
び
十
六
の
二
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
国
項
イ
又
は

／

／

‐

ヽ

ヽ

内
項
イ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
国
項
イ
、
内
項
イ

及
び
卜
、
い
項
イ
並
び
に
ハ
因
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
自
動
火
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基

準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十

一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
四
条
　
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
二
十
五
年
政
令
第
八
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

附
則
第
五
条
第

一
項
中

「並
び
に
山
項
イ
」
を

「、
脚
項
イ
並
び
に
ハ
因
同
〕
項
」
に
改
め
、
「同
表
い
項
イ
」
の

下
に

「及
び
ハ
因
回
〕
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「並
”
に
田
項
イ
」
を

「、
卿
項
イ
並
び
に
ハ
因
回
〕
項
」

に
改
め
る
。

総
務
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

安 新
倍 藤

義
孝
工日
〓
一

ベ



診
療
所
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

入
院
施
設
９４
％
な
ぐ
消防庁調査

総
務
省
消
防
庁
は
１６
日
、

全
国
の
入
院
設
備
が
あ
る
診

療
所
の
９４

ｏ
６
％
で
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
と
す
る
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。
福
岡
市
の
診
療
所

で
昨
年
１０
月
、
入
院
中
の
高

齢
者
ら
１０
人
が
死
亡
し
た
火

災
を
受
け
て
実
施
ヽ
再
発
防

止
策
を
話
し
合
う
消
防
庁
の

検
討
部
会
で
報
告
し
た
。

検
討
部
会
は
、
延
べ
床
面

積
６
千
平
方
厨
未
満

の
小
規

模
施
設
に
も
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
義
務
を
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
方
向
で

一
致
。
３
月
末
ま
で
に
中
間

報
告
を
ま
と
め
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
入
院
設

備
が
あ
る
７
７
４
４
の
診
療

所
の
う
ち
、
昨
年
１０
月
時
点

で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
は

４
１
６
カ
所

に
と
ど
ま

っ

た
。
設
置
し
て
い
る
診
療
所

の
う
ち
７８
カ
所
は
設
置
義
務

が
あ
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
。

厚
生

労

働
省

は
昨

年

１２

月
、
入
院
施
設
が
あ
る
小
規

模
診

療

所

に
設
置

す

る
場

合
、
１
平
方
厨
当
た
り
１
万

７
千
円
の
補
助
金
を
出
す
方

針
を
決
め
て
い
る
。

・珈
一晩
澤
逐
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福
岡
市
博
多
区
の
整
形
外
科
で
昨
年
１０
月
、
入
院

患
者
ら
１０
人
が
死
亡
し
た
火
災
を
受
け
、
総
務
省
消

防
庁
は
１６
日
、
す
べ
で
の
病
院

・
医
院
に
火
災
報
知

設
備
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
方
針
を
固
め
た
。
こ
れ

ま
で
は
病
院

“
医
院
の
う
ち
、
延
べ
床
面
積
が
５
０

０
平
方
眉
未
満
の
小
規
模
施
設
に
設
置
義
務
は
な
か

っ
た
。
近
く
消
防
法
施
行
令
を
改
正
す
る
。

火
災
報
知
設
備
は
、
電
話
回

線
を
利
用
し
て
最
寄
り
の
消
防

署
に
火
災
発
生
を
知
ら
せ
る
機

器
¨
ボ
タ
ン
を
押
す
タ
イ
プ
の

ほ
か
、
煙
や
熱
の
感
知
器
と
連

動
し
、
ボ
タ
ン
操
作
が
不
要
の

も
の
も
あ
る
。
延
べ
床
面
積
５

０
０
平
方
眉
以
上
の
病
院

・
医

院
、

一
定
規
模
以
上
の
集
客
施

設
と
学
校
の
ほ
か
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
。

新
た
な
設
置
義
務
づ
け
の
方

針
は

こ
の
日
の
有
識
者
会
議

で
、
消
防
庁
が
示
し
た
。
火
災

の
あ

っ
た
整
形
外
科
で
通
報
が
・

福岡火災受け

遅
れ
た
こ
と
を
重
く
み
た
。
火

災
報
知
設
備
が
な
く
、
火
災
に

気
付
い
た
看
護
師
は
外
に
出

て
、
通
り
か
か

っ
た
タ
ク
シ
ー

運
転
手
に
通
報
を
頼
ん
で
い
た

と
い
う
。
ま
た
、
医
院
の
職
員

ら
が
初
期
消
火
を
で
き
な
か

っ

た
こ
と
か
ら
、
小
規
模
施
設
を

対
象
に
し
た
防
災
訓
練

マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
。

設
置
義
務
が
新
た
に
広
が
る

火
災
報
知
設
備
は
、
火
災
報
知

機
の

一
つ
。
火
災
報
知
機
は
、

消
防
機
関
だ
け
で
な
く
、
設
置

施
設
内
に
い
る
人
や
警
備
会
社

な
ど
に
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ

る
設
備
の
総
称
と
い
う
。

火
災
は
１０
月
１１
日
未
明
に
起

き
た
。
入
院
患
者
８
人
と
元
院

長
夫
妻
が
死
亡
し
た
。
夜
間
の

当
直
勤
務

に

つ
い

て
い
た
の

は
、
女
性
看
護
師
１
人
。
１
～

４
階

に
あ

っ
た
防
火
扉

の
う

ち
、
少
な
く
と
も
６
枚
が
作
動

せ
ず
、
火
元
と
み
ら
れ
る
１
階

か
ら
煙
が
階
段
を
通

っ
て

一
気

に
上
昇
し
て
被
害
を
広
げ
た
。

（高
橋
淳
）

や
」



事 務 局 だ よ り

◎組合行事予定

○組合退会 (12月 末 日)株 式会社プロテク ト (東京第 5支部)

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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